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地 域 公 共 交 通 対 策 等 特 別 委 員 会 記 録

開催日時 令和３年６月１５日（火） １３：０３～１３：５３

開催場所 第３委員会室

出席委員 ８名

太田 敦 委員長

浦西 敦史 副委員長

川口 延良 委員

大国 正博 委員

井岡 正徳 委員

荻田 義雄 委員

粒谷 友示 委員

田尻 匠 委員

欠席委員 なし

出席理事者 濵本 政策統括官

松浦 交通部長 ほか、関係職員

傍 聴 者 なし

議 事

（１）６月定例県議会提出予定議案について

（２）その他

＜会議の経過＞

○太田委員長 ただいまの説明、報告、またはその他の事項も含めまして、質問があればご発言願

います。

○大国委員 １点だけ質問をさせていただきたいと思います。

先般、リニア中央新幹線建設促進奈良県期成同盟会から総会資料が送られてまいりました。この

中で毎年、各市町村あるいは関係団体の皆様含め、荒井会長を中心に会議が開かれるわけですけれ

ども、今回はコロナ禍で書面による開催であったように思います。今、コロナ禍でリニアの建設等

も非常に苦労されていると聞いているところです。私も令和２年９月の議会で質問させていただき

ましたが、本年度、県としてこのリニア中央新幹線の建設促進に向け、どのような方針で取り組ま

れるのかをお尋ねしたいと思います。

○通山リニア推進・地域交通対策課長 大国委員お述べのとおり、５月に開催を予定しておりまし
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たリニア中央新幹線建設促進奈良県期成同盟会は、コロナ禍の影響で残念ながら会議自体の開催は

見合せとなりましたけれども、書面開催の形で奈良市附近駅位置と三重・奈良・大阪ルートの早期

確定、早期事業化のための具体的な手続の早期着手等を内容とする決議が取りまとめられたところ

です。県としてもこれらをしっかりと踏まえて、この夏の政府要望をはじめとした様々な機会を捉

えて、国やＪＲ東海などに要望活動を行ってまいりたいと思っています。

また、ＪＲ東海との間では、今後同社において進められる具体的な検討について、ＪＲ東海の担

当部長などと情報交換を以前より行っているところです。引き続き協力、連携を進めてまいりたい

と思っています。

今後とも、リニア中央新幹線の名古屋－大阪間の早期事業化及び奈良市附近駅位置の確定、三

重・奈良・大阪ルートの早期確定に向けて、県としてもしっかりと取り組んでまいりたいと考えて

います。

○大国委員 令和２年９月の議会でも知事が表明されましたが、開業を予定どおり進めていただく

ためには、場合によっては名古屋－大阪間の先行的な着手もご提案いただいているところです。コ

ロナ禍でなかなか人が集まれないということもあるのですが、引き続きの機運醸成とともに、また

政府要望等も行かれると思いますので、奈良県としての考え方を引き続きしっかりと国、関係事業

者にも伝えていただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

あと１点、要望というか主張ですけれども、先般、バス事業者、タクシー事業者等の方々のご意

見を聞く機会がありました。コロナ禍で大変ご苦労されているというのは明らかです。先ほどコロ

ナウイルスの感染拡大の影響と取組についてということで、各交通事業者、特に奈良交通の経営状

況等も踏まえてグラフ化し、説明していただきました。全体的に乗車される方、利用者が減る中で、

大変苦労されているということです。「いまなら。キャンペーン」など、そういった意味では、県

民の皆さんに奈良県の周遊観光、県内をしっかりと楽しんでいただこうという取組も私は大変重要

な取組だと感じています。

しかしながら、やはりコロナ禍ということで、自家用車を利用される方が増えたり、自転車、バ

イク等も例年になく非常に売れているということでありますので、公共交通機関の事業者の方々は

大変苦労されている状況です。

例えば先ほどご報告されました、感染拡大防止のための公共交通の取組として、感染防止対策で

抗ウイルス剤等の散布等を行っています。しかしながら、国等の補助はあるのですけれども、全額

ではないので、現実は大変負担が重たいと。バスあるいはタクシー事業者の中でもやっていけると

ころはいいのだけれども、現実、結構高額なお金が必要になるということで、大きな負担になって
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いるということも聞いています。

行政でも、公共交通機関は感染防止対策を万全にやっていますということで、昨年１２月には、

ホームページ等でどんどん利用してくださいというような呼びかけもしていただいていますが、そ

のページまで行かないとそういう文章は見当たらないこともあって、もう少し県民の皆さんにダイ

レクトに届くような呼びかけも必要ではないかと思います。

また、一方では、今、県において飲食店の認証制度を進めています。飲食店の方も大変ご苦労さ

れていることは十分承知していますが、公共交通機関でも大変努力されて感染防止対策をされてお

り、ある意味、私の勝手な思いですけれども、そのような公共交通機関等においても県等の公の機

関が何か認証的なものをつけて、県民の皆さんに、バス、あるいはタクシー、電車をさらに利用し

ましょうという呼びかけ等も必要なのではと思っています。そもそもこの地域公共交通対策等特別

委員会でも、バス路線、あるいは、これからドア・ツー・ドアが必要だと、いろいろな議論があり、

どんどん人口が減って高齢化する中で、いかに今の路線を維持して、さらにもっと便利なものにし

てほしいというのが今の県民の皆さんの声であります。であるならば、このような大変なときだか

らこそ、みんなで協力して守るものは守っていかなくてはならないと私は感じています。現場のそ

ういう状況も踏まえて、より一層、今後の計画に反映していただければと思いますので、これは意

見ですが、申し上げておきたいと思います。

○浦西副委員長 事前通告していませんが、創生奈良の川口（正）議員よりお預かりした内容です。

これから、田植えや稲刈りの時期、農機具で農業をされる方がどんどん増える時期です。そうい

った中で、農作業用車両でそのまま公道を走られる方もおられます。そういったルールがしっかり

と農業従事者の方に伝わっているのか、それをどのようにお伝えしているのかを教えていただけま

すか。

○松井交通部参事官（交通企画課長事務取扱） 運転免許については、免許を取得する際に免許試

験を受ける必要があるというのは承知のとおりと思いますが、免許ごとに更新期間も定められてお

り、そのようなところで周知されているところです。また、警察においては、交通安全教育にも力

を入れていますので、教育、広報、啓発などにより周知を図っているところです。

○浦西副委員長 道路交通法については、一般道についてもナンバープレートを設置する必要があ

るのか、何の免許が必要なのかについてはどのように周知していただいていますか。

○松井交通部参事官（交通企画課長事務取扱） 繰り返しになりますが、免許を取得する際に学科

試験もありますし、その中でどの免許の種別に合格すればどの車両を運転することができるかにつ

いても教育しているところです。
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あわせて、交通安全教育等において、そのようなことも周知を図っているところです。

○浦西副委員長 先般、高田署で、管轄が御所での事案になるとは思うのですが、重機を公道で少

し動かしたところ、警察官から厳重な処分を受け、運転免許が取り上げられたとお聞きしています。

それもコンバインが倒れ、それを有志で助けに行った際に少しの間公道を走ったがために、運転免

許が取り上げられるということがあったようです。そのようなことがないように、しっかりと周知

をしていただきたいという思いから質問をさせていただきました。今後、引き続きどうぞよろしく

お願いします。

○浦西副委員長 それでは、委員長に代わり進めさせていただきます。

○太田委員長 私からも２点質問させていただきます。

先ほど第１１次奈良県交通安全計画（案）の概要についてご説明をいただきました。令和７年ま

でに交通事故死傷者数を限りなくゼロに近づけるということで、まずは２０人以下をめどにという

ことでした。また、同じく令和７年までに重傷者数を３２０人以下に減少させるということであり、

この冊子を見せていただくと、昭和４５年に一番交通事故死者数が多かったということで、１５６

人ということでした。令和２年中の死者数が２５人と、約８４％減少しているということで、これ

まで奈良県挙げて交通安全の取組を推進している一つの大きな成果というか、結果だと私も認識さ

せていただいているところです。

この年の国家予算の中身を少し見せていただくと、信号機や標識、標示など交通安全の施設、施

設更新である警察庁の交通安全施設等整備事業費が３７１億１，０００万円ということであり、コ

ロナ対策の新しい生活様式を踏まえた交通環境の整備費５億４，３００万円と合わせて大幅に減少

しているという報告を受けているところです。そのようなところで、県や市町村での事業費の確保

が求められるところだと思っています。

一方で、国土強靱化の計画関連予算が増額しているということであり、特定交通安全施設整備の

補助金やまた、特定交通安全施設等整備事業指定の道路や地区のうち、国土強靱化の地域に基づい

て住民の避難路や緊急交通路の老朽化した信号機の更新、また、停電時に自動で信号機に電力を供

給する装置の活用、こういったことが記されているところです。私も最近よく車で走っていると、

信号機のＬＥＤ化がどんどん進められていることが本当に目につくのですが、信号機のＬＥＤ化の

進捗状況と今後の取組についてお伺いしたいと思います。

○今村交通規制課長 ＬＥＤ式信号灯器は視認性が高く、交通事故を減少させる効果があり、交通

安全対策として極めて有効と認識しています。また、従来の電球式と比較して長寿命であり、消費

電力も低く環境に優しい上、維持費を削減できることから、県警察といたしましても整備を推進し
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ているところです。

令和２年度末現在、奈良県の全信号機におけるＬＥＤ式灯器の割合については、車両用灯器では

５５．７％、歩行者用灯器では４６．４％、全ての灯器を合わせますと５１．９％となっています。

今後のＬＥＤ化の方針については、県が定める奈良県公共施設等総合管理計画に基づき、県警察

が昨年策定した個別施設ごとの長寿命化計画である奈良県交通安全施設個別施設計画に従い、今後

１０年で全ての信号灯器をＬＥＤ化できるよう取り組んでまいる所存です。

○太田委員長 先ほど申し上げましたように、車で走っておりましてもかなりＬＥＤ化が進んでい

ることが実感できるのですが、先ほどＬＥＤ化率５１．９％と確認させていただきました。全国的

に見ると６０．７％とお聞きしていますので、奈良県、結構頑張っているなと思っているのですけ

れども、それでも全国から比較すると少し遅れている状況にあるということですので、大いに推進

していただきたいと思います。

私が車で実際に走っていて、ＬＥＤになって何が一番助かっているかというと、西日が当たった

ときに全く信号の色が見えないことがよくあって、このＬＥＤ化によって何色かということがはっ

きり識別できるようになったことが私としては非常に助かっているところです。それとあわせて、

カーブミラーなのですが、これも西日が当たると全く見えなくて、交差点でそれこそヒヤリ・ハッ

ト事例みたいなことが何度もあったわけです。これは市町村になろうかと思うのですが、信号と同

様に交差点でのカーブミラーの反射などは傘をつけたりといろいろ工夫はされているのですが、Ｌ

ＥＤ化によって信号が本当に見やすくなっていますので、交通安全対策という観点で取り組んでい

ただきたいと思います。

信号機の件ですが、警察庁が信号機の合理化を２０２４年度末までに集中的に行う旨の通達を出

されているとお聞きをしていますけれども、ここで心配なのは、老朽化を理由に撤去されるのでは

ということが心配されており、全国的もお聞きしているところです。奈良県ではそのような心配は

ないのか、この点について確認させていただきたいと思います。

○今村交通規制課長 信号機の見直し等については、全て道路交通の状況を見据えた上で判断して

いるところです。例えば交通流、交通量、対象となる交差点付近の環境を勘案し規制は検討されて

います。老朽化したからといってすぐに撤去されるものではないと考えています。

○太田委員長 簡単に撤去されることはないと思うのですけれども、少なくとも住民の皆さんの思

いに寄り添いながら、老朽化対策も進めていただきたいと思っています。

同じく警察庁でコロナ対策として、学校でも、今、分散登校が少なくなってきているかと思うの

ですが、これからまたコロナがどういう形で推移していくか分かりませんので、引き続き注意をし
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ていかなければならないと思っています。通学時間帯以外の交通安全指導や摩耗した横断歩道の道

路標示の更新も今進められているということですので、横断歩道の道路標示の補修状況、県の今後

の取組についてお聞かせいただきたいと思います。

○今村交通規制課長 奈良県下における横断歩道については、令和３年３月末現在、５，５６２か

所に総数１万２３本の横断歩道を設置しています。令和２年度中に補修要望を受け、確認の結果、

補修の必要性を認めた横断歩道は１，９７１本分であり、令和２年度末でうち１，５７３本につい

ては補修が完了しています。この摩耗した横断歩道については現場の警察官が点検を行っているほ

か、地域住民の方からも日々補修要望が寄せられているところです。このように把握した補修すべ

き横断歩道については、現場を点検した上で早期に補修を進めたいと考えているところです。

○太田委員長 交通事故をなくすためには、信号や横断歩道、標識といった交通規制と、物理的な

装置などで車両の交通流や速度の抑制を行うことが必要だと思います。国では、交通安全施策整備

に必要な予算確保が当然求められるところですけれども、交通規制に当たる道路管理者などとも協

力してこの予算の拡充をしっかり行っていく上で、先ほど示された「第１１次奈良県交通安全基本

計画」を進めていくことが大事だと思っています。

まずは歩行者の安全が優先され、そして、先ほど示された交通安全についての目標を達成するた

めに、今後も引き続き取組を進めていただきたいと思います。

○浦西副委員長 それでは、委員長と進行を交代します。

○太田委員長 質問はよろしいですか。

ほかになければ、これで質問を終わります。

一言ご挨拶を申し上げます。

特別な事情が生じない限り、ただいまの構成によります委員会は、本日の委員会をもって最終に

なるかと思います。

一昨年５月より、委員各位には、当委員会所管事項であります地域公共交通対策等に関すること

について、終始熱心にご議論をいただきました。また、理事者においても、種々の問題について積

極的な取組をしていただきました。

おかげをもちまして、無事任務を果たすことができましたことを、委員各位及び理事者の皆様に

深く感謝を申し上げ、簡単ではございますが、正副委員長のお礼のご挨拶とさせていただきます。

どうもありがとうございました。

それでは、理事者の方はご退席を願います。ありがとうございました。

委員各位はそのままお残り願います。
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（理事者退席）

ただいまから委員間討議を行います。

委員間討議もインターネット中継を行っていますので、マイクを使って発言をお願いいたします。

当委員会は、設置後２年間を経過し、６月定例会最終日の調査報告をもって終了するわけですが、

最終日の調査報告に係る調査報告書案及び委員長報告案については、事前に各委員にお送りしてい

ます。

まず、お手元に配付しています調査報告書案及び委員長報告案について、何かご意見がありまし

たら、ご発言を願います。特によろしいですか。

それでは、その他、若干の文言の整理については、正副委員長にご一任願いまして、この調査報

告書案及び委員長報告案により、当委員会の調査報告としてよろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

ありがとうございます。それでは、そのようにさせていただきます。

これをもちまして本日の委員会を終わります。


